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力学の保存量（１）

３．１ 仕事

３．２ 力学的エネルギー
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保存量

• 不変なもの，時間的に変わらないもの

• エネルギー
• 運動量
• 角運動量
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エネルギーと仕事

• エネルギー…さまざまな形態 → 形は変
わっても，合計は保存する

• エネルギー ＝ 仕事をする能力

始めのエネルギー Ea 終りのエネルギー Eb

仕事 W WEE ba =−
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力学的仕事の定義：概念

• ２倍の力 → ２倍の仕事
• ２倍の変位 → ２倍の仕事 FsW =

仕事 力 変位
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力学的仕事の定義：精密化

• Ｐ．１９ 基本パターン「ベクトルと線積分」
の初登場

精密化のキーポイント

• 力 F として意味のある成分は
→ 接線成分

• 力が一定でないときは → ＜積分＞の発
想：細かく分けて，すべて加える
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∑ ∆= sFW t

単純な経路の場合，積分で書ける

「基本パターン」分割和から積分へ
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仕事率

• 仕事をする「能率」 … 仕事の量だけでは
なく，仕事をなす時間も考慮

t
WP =

精密化

dt
dWP =

仕事率

Ｗ（ワット）
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力学的エネルギー

• ポテンシャルエネルギー
（位置エネルギー）

• 運動エネルギー
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ポテンシャルエネルギー

• 保存力：仕事が始点と終点で決まる
（経路によらない）

• 電車の料金：
ＪＲ ： 新宿ーーー東京
新宿ーーー八王子ｂｙ京王線，ＪＲ

• 保存力 → ポテンシャルエネルギー
• 保存力でない場合：力学的エネルギーが熱エ
ネルギーに変化（全エネルギーは保存）
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ポテンシャルエネルギー

∫−= dxxFxU )()(１次元運動

関数 U(x) を次式で定義

＝ 始点の U ー 終点の U仕事
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ポテンシャルエネルギー：例

∫−= dxxFxU )()(

mgxUmgF =⇒−=重力：x 軸上向き
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1 kxUkxF =⇒−=調和力
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運動エネルギー

x
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運動エネルギー

動いている質点の持つエネルギー
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運動エネルギー

計算はp.54～p.55
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エネルギー保存則

)()( bbaa xUKxUK +=+

始めのエネルギー 終わりのエネルギー

)(一定=+UK
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エネルギー保存則：例：問３．３
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K,U個々は変化するが，…
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エネルギー保存則と運動

• K+U=E=（一定）
• KとUのイメージ

• 運動エネルギー：運動のはげしさ
• ポテンシャルエネルギー
「エネルギーの山・谷」→例へ
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ポテンシャルエネ
ルギーのイメージ

調和力の例
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1)( kxxU =
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